
【基本理念】
地域の活力を支え、
交流を促進する“魅力”
ある持続可能な公共
交通網の構築

基本理念

資料１

秦野市地域公共交通計画について
(R6.3月策定)

① 高齢者・障害者など交通弱者への対応

② 市の骨格を形成する鉄道、路線バスの確保・維持

③ 点在する交通空白・不便地域の改善

④ 地域との協働による乗合タクシーのサービスの検証

⑤ 公共交通機関同士の乗継利便性や利用環境の改善

⑥ 分かりやすい運行情報の提供や利用促進に向けた

市民意識の醸成

⑦ 渋滞緩和に繋がる適正な車利用と地域公共交通の利

用促進

⑧ 秦野丹沢ＳＡ・スマートＩＣ周辺など観光客への対応

⑨ 多様な主体の連携による持続可能性の確保

評価指標 指標の定義 現状値
目標値

（令和10年度）

①年間地域公共交通利用者数

鉄道４駅１日平均乗降者数 102,935人(Ｒ04) 102,935千人

路線バス年間利用者数 7,230千人（Ｒ03） 7,230千人

乗合タクシー年間利用者数 45,611人（Ｒ04） 45,611人

②地域公共交通サービスの維持
路線バス系統数 57系統 57系統

乗合タクシー地区数 ４地区 ４地区

③市民の地域公共交通の利用割合

鉄道利用者割合 81.9％（Ｒ04） 85％

路線バス利用者割合 57.9％（Ｒ04） 65％

タクシー利用者割合 40.6％（Ｒ04） 45％

④地域公共交通に係る行政負担額

及び収支率

乗合タクシーの行政負担額 13,438千円（Ｒ04） 13,438千円

乗合タクシーの収支率（対運行経

費）
35.6％（Ｒ04） 35.6％

⑤地域との連携による取組

商業施設等との連携による導入件

数
２件 ３件

運転手確保策の実施回数 － 延４回

項目
令和６

年度

令和７

年度

令和８

年度

令和９

年度

令和10

年度

評価検証

調査

利用者数実績・整理 ○ ○ ○ ○ ○

市民アンケート調査 ○

公共交通利用者アンケート調査 ○

事業実施状況の評価 ○ ○ ○ ○ ○

目標達成度の評価 ○

計画・目標値の見直し※ ○

秦野市地域公共交通会議の開催 ○ ○ ○ ○ ○

評価スケジュール

評価指標



実施事業

鉄
道

バ
ス

タ
ク
シ
ー

①基幹公共交通軸の利便性向上 ○ ○ ○ ○

②路線バスサービスの維持及び利
用促進

○ ○ ○ ○

①乗合タクシーの運行支援 ○ ○ ○

②乗合タクシーの運行方法や運行
経路の検証

○ ○ ○

③乗合タクシーサービスの維持及
び利用促進

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

①地域移動支援サービスの周知と
運行支援

○ ○ ○

②認定ドライバーの育成 ○ ○ ○

事業６
：次世代交通を活用した新た
な交通サービス

①新たな交通サービスの検討 ○ ○ ○ ○ ○

①鉄道事業者への要望活動の実施 ○ ○ ○ ○

②車両や駅舎を活用したイベント
実施

○ ○

③MaaSの普及と利用促進 ○ ○ ○ ○

①高速バスサービスの周知 ○ ○

②高速バス利用者の利便施設の維
持及び検討

○ ○

①高速バス停留所の新設 ○ ○

②高速バス停留所への交通アクセ
スの検討

○ ○

③関連施設の整備 ○ ○

①季節運行バスや観光タクシーの
運行検討

○ ○ ○ ○

②周遊交通の検討 ○ ○

①交通結節点の環境整備検討 ○ ○ ○ ○

②バス利用時の環境整備の支援 ○ ○ ○

事業12
：人にやさしい車両（バス・
タクシー）の導入促進

①ノンステップバス等の導入促進 ○ ○ ○

①高齢者の運転免許返納に繋がる
取組

○ ○ ○

②交通弱者の外出機会の支援 ○ ○ ○

①バスロケーションシステム等利
便性向上サービスの周知

○ ○ ○

②バスマップの配布 ○ ○ ○ ○

③観光ガイドの配布 ○

①「はだの交通スリム化推進事
業」の実施

○ ○ ○ ○ ○

②地域公共交通が担う環境配慮施
策の検討

○ ○ ○ ○

事業16
：商業施設等との連携

①利用促進サービスとの連携 ○ ○ ○ ○

基本方針 目標
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和
１
０
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事業２
：乗合タクシーサービスの維
持及び利用促進

事業４
：運転手確保の取組

事業５
：地域の支え合いによる移動
支援

事業14
：公共交通・観光情報の発信

事業７
：小田急線の利便性向上と
利用促進

事業１
：路線バスサービスの維持及
び利用促進

3 多様な主体との連携
による持続可能な地域
公共交通を目指す

④環境に配慮し協
働により支える地
域公共交通の構築

事業15
：環境に配慮した交通の推進

2 利用しやすい環境整
備による利便性向上を
目指す

①拠点間及び地域
間を移動しやすい
地域公共交通ネッ
トワークの形成

事業９
：新東名高速道路秦野丹沢
ＳＡへの新たな高速バス停留
所の新設

1 利便性の高い地域公
共交通ネットワークの
構築を目指す

事業８
：東名高速道路で運行中の高
速バスの利用促進

②市外への移動を
支援するアクセス
強化

事業13
：高齢者等の移動支援

事業10
：観光地を巡る周遊交通の検
討

事業11
：交通結節点の機能強化及び
待合環境の改善

③利用しやすい地
域公共交通環境の
整備

事業３
：タクシーサービスの維持及び利用促進

検討 実証運行

協議・調整

運用

検討

導入

検討

整備

結果を踏まえ本格運行


